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情報関連科目における行為選択とその要因
























本調査は、立正大学と二松学舎大学の情報関連科目で 2013 年 1 月の授業内に行なった。調
査対象者の属性は、男性 58 名（37.4%）、女性 97 名（62.6%）、1 年生 142 名（91%）、2 年生
12 名（7.7%）、4 年生 2 名（1.3%）である。学部は、国際政経学部 18 名（11.4%）、社会福祉
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学部 80 名（50.6%）、文学部 58 名（36.7%）、無回答 2 名（1.3%）である。出身高校は、普通
高校 132 名（85.7%）、商業高校 5 名（3.2%）、総合高校 8 名（5.2%）、その他 9 名（5.8%）で
ある。大学への入学方法は、一般入試 40 名（26.0%）、指定校推薦 70 名（45.5%）、自己推薦
10 名（6.5%）、AO 入試 19 名（12.3%）、公募などその他が 15 名（9.7%）である。男女比が社
会福祉学部の子ども福祉教育科の学生が多かったこともあり、女性の比率が高い。また、情
報関連科目の基礎的科目で実施したクラスが多かったため 1 年生が多くなっている。
学習に関する項目では、学習塾への通塾歴は 110 名（70.1%）があるが、家庭教師受講は 12







は 145 名（92.9%） が 取 り 組 ん で い る が、
PowerPoint（Q3_1_3）は 88 名（59.1%）、イ
ン タ ー ネ ッ ト は 79 名（68.7%） と Word や
Excel に比べるとやや取組みが低くなってい
る。





















9 名（5.7%）が提出していない。テキストやプリントは 143 名（91.1%）がきちんと持って





ンターネットをした 36 名（22.9%）、寝た 46 名（29.3%）のような学生も少数派ながら存在し
ている。全体的にはまじめに出席し、授業もまじめに受けていると学生自身は認識している
ようである。しかし私語をした学生は 5 割近く、指示もないのにインターネットをしたり、


























































































極的な意識をもっている学生も 3 ～ 4 割近くいる。「私はまわりにいる人を楽しくさせること
がじょうずだ」29 名（18.7%）、「ともだちは多いほうだ」36 名（23.2％）が「はい」と回答し
ている。「運動やスポーツがとくいなほうだ」60 名（38.7％） 、「音楽や絵がとくいなほうだ」










いては、Word は 145 名（95.3%）、Excel は 120 名（77.4%）、PowerPoint は 97 名（62.6%）
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が必要であるとしている。大学ではゼミなどのレジュメ、レポートでは Word を使用して
作成することが当り前となっているため、Excel や PowerPoint よりも必要性を感じるので
あろう。また、将来必要であると考えているのは、Word は 150 名（96.8%）、Excel は 147
名（94.8%）、PowerPoint は 140 名（90.3%）であった。ほとんどの学生が Word、Excel、






























5 名（3.2%）、社会調査士 5 名（3.2%）であった。今後受講予定では、教員免許 9 名（5.7%）、
図書館司書 10 名（6.6%）、社会福祉士
30 名（19.9%）、精神保健福祉士 12 名
（7.9%）、社会福祉主事 15 名（9.9%）、児





















し な い（Q3_2_2）（ χ2=3.738　P=0.053<0.1）、

































ところで、A ･コリンズと R ･ハルバーソンは、アメリカでは、ハイスクールの生徒の 50%
























































― 2005 年、2006 年との比較―」『私立大学情報教育協会平成 18 年度大学教育・情報戦略大会資料集』私
立大学情報教育協会、2007 年
